
まつえアドバンス・ケア・プランニング普及啓発推進協議会  終末期グループの活動   

 

 

 

まつえアドバンス・ケア・プランニング普及・啓発推進協議会終末期グループでは、年３回事例検討会を開催し、毎

回多くの医療・介護関係者のみなさまに、ご参加いただき意見交換を行うことで ACP について学びを深めていま

す。令和７年 11 月 19 日、令和７年度第２回目の ACP 事例検討会を開催し、46 名の医療・介護関係者のみなさま

に、ご参加いただきました！     今回の事例検討会のテーマは「身寄りのない方の ACP」です。 

 

１.  ミニレクチャー 

『あんしんサポート事業について』 

✓ 松江市社会福祉協議会生活支援課 三好良和職員 

事業の立ち上げ経過や対象者等について説明があり、‘’以前は「親族がいない」という条件だったが、現

在は「頼れる親族がいない」という運用に変わってきた‘’等のお話がありました。 

２． 事例紹介： 『身寄りのない方の ACP』 

✓ 発表者        松江市社会福祉協議会生活支援課 三好良和 氏 

✓ コメンテーター   松江赤十字病院 医療社会事業課 課長 奥公明 氏 

 

      三好氏から病院から紹介の事例について、あんしん計画作成時は終末期については本人の望むことの聞

き取りに一番時間をかけること、訪問の度に「私の医療に関する希望」等について話をして見直しをすること、

今後身寄りのない方が増え、ますますあんしんサポート事業が重要になるというお話をいただきました。 

      コメンテーターの奥氏からは、院内でも年間６０件程、身寄りのない方に対応している。身寄りのないこと

による「医療同意」については、さほど問題になっていない。認知機能低下・意識がない場合は多職種で本人

の最善を話し合う。地域でも困難事例があれば日赤に相談してもらい、倫理カンファレンスの対応ができる場

合もあると提案いただきました。 

 

グループトーク                                                                     

グループトークでは、活発な意見交換が行われました！         

（意見の一部） 

〇あんしんサポート事業はお金がある人が対象、そうではない人に 

対しても行政が取り組んでほしい。 

〇ACP 動画の DVD 貸し出し等で市民に広げていったらよい。        

〇精神疾患の方の ACP の説明が難しい。全員で共有していくことが必要。 

 

★次回開催は、令和 8 年 3 月～「透析患者の ACP」を予定 

令和７年度 第２回 『人生会議 ACP』 事例検討会 
 



 


